
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 休眠預金とは？ 
  10 年以上出入金がなく、放置された預金を休眠預金と呼びます。 

2018年 1月に、休眠預金等活用法が施行されました。 

この休眠預金を、民間の公益活動に利用する制度が始まります。各金融機関の

休眠預金を預金保険機構に移し、NPO等の活動に助成、融資、出資の形で交付し

ます。このような、休眠預金を民間 NPO 等に交付して活動を支援する方法は、

韓国では 2008 年、英国では 2010 年から休眠預金の基金を設立し、医療、教

育、社会起業等の分野をサポートしています。日本でも、2019年秋頃を目途に

資金分配団体に交付される予定です。 

 休眠預金の活用条件 

 人口の減少、高齢化の進展等の経済社会情勢の急速な変化が見込まれています。その中で国や

地方公共団体の対応が困難な社会的課題の解決のため民間団体が行う「公益に資する活動」に

休眠預金を活用できます。 

＊公益に資する活動とは、以下の活動をいう。 

  ① 子ども及び若者の支援に係る活動 

  ② 日常生活または、社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る活動 

  ③ 地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援活動 
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市民活動センターは、住みよいまちづくりをすすめる市民活動団体、ボランティア団体な

どの活動をお手伝いする、あなたのセンターです。皆さんにとって使いやすいセンターを

目指しています。ご意見、ご要望をどんどんお寄せください。 
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『にほんごで話そう！２０１８』 いなべ市国際交流協会 
いなべ・にほんご広場 

10 月 18 日（木）、いなべ市市民活動センターにおいて

「話し方講座」を行ないました。 

講師は三重テレビの現役キャスターの中西麻起さん。 

マイクの使い方次第で声のパワーが違うことや目線はよく

うなずいてくれる人をターゲットにするとよいなど、プロ

ならではのコツを教えていただきました。 

第２部では、参加者が自己紹介しそれに中西さんにアド

バイスをしていただきました。 

 横隔膜を意識した複式呼吸をすることや大きな口を開け

て発声練習をすることで、話し方にも自信がついてくると

中西さんはいわれます。 

 市民団体の活動を伝える方法として人前で「話す」こと

はとても重要です。学んだことをぜひ役に立てていただき

たいです。 

相撲甚句は、七五調の囃子歌で、歌の間に「あ～どすこ

い、どすこい」といった掛け声や手拍子が入れられている

ことが特徴です。老人会などでもとても人気がある慰問の

ひとつです。 

9 月 22 日（土）北勢市民会館にて「第 16 回相撲甚句東

海・西部地区発表三重県大会」が行われました。会場はご

当地の相撲甚句が聞けるとあって観客でいっぱい。盛大な

大会となりました。 

いなべ相撲甚句会の皆さん、お疲れさまでした。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 毎週土曜日の夜、市内外在住の外国人が日本語を勉強する

ために北勢福祉センターに集まります。 

 毎回各自のレベルに応じたテキストを使い、文法や長文や

会話を勉強しています。その勉強の成果を皆さんに披露する

ため、10 月 6 日（土）に「にほんごで話そう！2018」が開

催されました。 

 出場者はインドネシア、中国、ラオス、ロシア、ベトナム、

ブラジル出身の 15 名。自分たちの国と日本の習慣の違い、趣

味や母国での出来事などを、覚えた日本語で話します。ラオス

の男性はユーチューバーになりたいと話し、さらにギターを

弾いて日本語で歌ってくれました。「これからもさらに日本語

を上達したい」と取り組む彼らに、会場からは温かい拍手が送

られました。 

 

 

話し方講座 

粋だね！相撲甚句の祭典 いなべ相撲甚句会 

 

 



 

 

                 いなべ木の駅から 「愛媛県西伊予市」へ組手什
くでじゅう

を寄贈 

 10 月１０日(水)、西日本豪雨災害の被災地愛媛県西

伊予市の仮設住宅地へ組手什を贈るため、藤原町山口

の木の駅「龍華驛」で、出発式が行われました。 

この寄贈は、名古屋市の組手什創案者、長坂 洋さんと

共に組手什 3,000 本（長坂木材さん2,000 本、いな

べ龍華驛 1,000 本）を現地へ届けます。少しでも生活

に潤いをと現地のボランティアとともに組み立て、据

え付けまで行います。 

いなべ木の駅事務局長の鬼頭さんと長坂さんの２人

で、西伊予市へ出発しました。                龍華驛駅長の梅山さんらが積み込み 

 

平成30年 地域安全・暴力追放三重県大会 

阿下喜パトロール隊が、受賞！ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

カナの訪問レポート 

語り部さんと一緒に歩いてみませんか 

10 月 14 日(日)、みその団地自治会主催の歩こう

会に「ふるさといなべの語り部の会」が案内人とし

て参加しました。 

員弁町みその団地公民館から大安町片樋のまん

ぼ・教楽寺までの片道３㎞のウォーキング。途中、

道端に咲く花や石碑の説明があったり、普段何気な

く目にしていた名所や旧跡も、語り部さんの説明を

聞いて、参加された皆さんは、改めて旧跡に興味を

持ったようです。 

自治会などのイベントに引っ張りだこの語り部さ

んと一緒に歩いてみませんか。 

 

みその団地自治会  

    ＆ 

ふるさといなべ市の語り部の会 

10 月 11 日(木)、津市総合文化センターにおいて地域安全・暴力追放

三重県大会が開催され、「阿下喜パトロール隊」が中部防犯協会連絡協

議会より、日頃の活動が認められ表彰されました。 

阿下喜パトロール隊は、毎週土曜日の夜、阿下喜のまちをパトロー

ルしています。この活動は、15 年以上続いており、阿下喜地区の祭り

などの警備もします。地域の安全は、このような地道な活動に支えら

れています。この表彰式に、代表の近藤正尚さんが参加しました。 



NPO カフェ  好評につき第２回を開催します。 

  日時 11月１０日（土）10：00～11：30 

  場所 いなべ市市民活動センター 

  テーマ  居場所について考える  自分の居場所、子どもの居場所？？  

  いろいろな方と話をする、考え方もさまざま、アイデアも生まれます。 

参加者自由、どなたでもテーマに興味のある方、歓迎です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       いなべ市市民活動センター  

いなべ市員弁町笠田新田 111 員弁老人福祉センター内 

TEL（0594）７４－５８０６  FAX７４－５８３４ 

E-mail i.shiminkatu@m7.cty-net.ne.jp 

HP https://inabeshiminkatu.jimdo.com 

委託事業運営者 NPO法人 いなべ市民クラブ 

 

NPO のための ワンコイン会計相談会 

 日時  11月 24日（土）①13：00～ ②14：15～ ③15：30～ 

               ＊各時間帯１団体限定です 

 場所  いなべ市市民活動センター 会議室  

 相談料 ５００円 

相談員 黒田 朱里さん（公認会計士・税理士）  

     電話でお申込みください。先着順です。 

共催 みえ市民活動ボランティアセンター 

ボランティアのつどい 
昨年に引き続き、災害時のボランティア活動について話し合います。 

災害支援は、多様な担い手が必要です。一緒に考えましょう。 

皆様の参加をお待ちしています。 

日時  12月 2日（日）13：30～16：00  

場所  いなべ市市民活動センター  

講師  ㈵レスキューストックヤード 松山 文紀さん 

mailto:i.shiminkatu@m7.cty-net.ne.jp

